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・ 次世代ポリマーの採用で、高耐候、高耐久を実現。
・ 優れた動的耐久性を発揮。
・ 目地周辺への汚染（撥水汚染）発生なし。
・２成分形シリコーン系シーリング材、２成分形
ポリイソブチレン系シーリング材の改修工事も可。
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促進暴露試験機による耐候性試験
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2成分形シリル化アクリレート系シーリング材
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過酷な外部環境に耐え続ける力。
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皆様におかれましては、平素より組合運営にご理解とご協力をいただきまして、誠に
有難うございます。
本年度も第46回総会が開催され、各議案とも滞りなく可決承認されました事を改めて
お礼申し上げます。

さて、さる４月13日に「第10回全国シーリング・グランプリ」が日シ工連の主催で開
催されました。
全国各地から20名、関西から５名の計25名で激戦が繰り広げられ、レベルの高い大会
となりました。
その折には、たくさんの方にご来場、ご見学いただきました。
この紙面をかりてお礼申し上げます。
結果として東北シーリング工事業協同組合の選手が優勝となりました。
次回はぜひ、再び関シ協の選手が優勝することを願います。

組合活動におきましては、実施するだけでなく、成果をだすべく各担当理事を中心と
して活動しています。各活動については理事会、各委員会に留めるだけでなく、その都
度関シ協HP等に掲載して組合員の皆様に「今何をしているか」をお知らせし、情報を
共有する事により、一人でも多くの組合員様に興味を持っていただけるよう努めたいと
考えてます。
今期も引き続き鋭意努力を重ねていきたいと思っています。

今後の活動にあたり、経済状況等決して楽な状況ではありませんが、「全国シーリン
グ・グランプリの開催」、「出前講座」、「技能講習会」等、業界の発展、未来を見据えて
活動していきたいと思っています。

これまでと同様に皆様方からより一層のご支援、ご指導を賜りますようよろしくお願
い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

理事長あいさつ
理事長　 萬　谷　　　誠

(関西シーリング工業株式会社)

理事長挨拶
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　日本シーリング工事業協同組合連合会が主催する、シーリング職人の技術を競う「第
10回全国シーリンググランプリ（S1GP）大会」が４月13日㈯に尼崎リサーチインキュ
ベーションセンターで開催されました。
　当日、会場には全国の各シ協（東北、東日本、中部、静岡県、富山県、石川県、中国、
九州）の代表選手20名と関西予選を勝ち抜いた５名の25名が集まり、大いに技を競い合
いました。

■関西地区予選

　４月13日の全国決勝に向け、前日の12日の午後から関西予選が行われました。
　開会に際して、萬谷　誠理事長から
「日頃の力を発揮して関西予選を勝ち抜き、明日は全国の強者と戦っていただきたい。」
と挨拶されました。
　参加者25名は、渡された図面を基に１時間20分の制限時間の中で作業開始です。
　工程、仕上げ、施工時間の長さなど厳しい審査が行われました。

関西予選（競技の様子)

第10回
全国シーリンググランプリ（S1GP）開催

特 集特 集

特　集
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　結果、以下の５名が予選を勝ち抜き、翌日の
決勝へと進出しました。
　一位　深江　裕治 氏（㈱大協建材）
　二位　池田　　徹 氏（㈱海人）
　三位　石上　裕之 氏（㈱大協建材）
　四位　守下　恭平 氏（㈱ALTE）
　五位　真野　大輔 氏（㈱ALTE）

•関西予選参加者名簿

番号 氏　　　名 会　社　名 備　　　考
1 表　　　修　人 ㈱寝屋川シール
2 岸　　　宗　一 ㈱ 住 吉 技 研
3 田　邉　健　太

棚 田 建 材 ㈱
4 宮　本　直　樹
5 梶　井　雅　之

㈱ 大 協 建 材
6 深　江　裕　治
7 石　上　裕　之
8 西　浦　宏　亮
9 池　田　　　徹

㈱ 海 　 人
10 福　田　雄　太
11 富　濱　憲　吾

㈱ 埜 田 建 商12 鈴　木　智　也
13 西　村　　　聖
14 森　本　涼　太 ㈱ 大 木 技 研
15 守　下　恭　平

㈱ Ａ Ｌ Ｔ Ｅ
16 真　野　大　輔
17 山　平　悠　太

㈱ 西 　 栄 大阪みどり技研㈱18 山　平　航　太
19 岸　中　照　也
20 永　井　大　介

㈱ テ 　 ン
21 太　田　義　隆
22 山　下　雅　貴 ㈱ 恩 田 工 業
23 鈴　木　浩　二 エマール工業㈱

24 KANG PHEARUN
(コーンピアルン) シ ー レ ッ クス㈱

決勝進出者５名

特　集
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■全国決勝

　決勝戦の開始にあたり、大会の主催者である日本シーリング工事業協同組合連合会の
苅谷　純会長から
「皆さん、おはようございます。
本日はお忙しい中、ご参加をいただきまして、
誠にありがとうございます。
関シ協から始まりました本大会も10回を数え、
今回節目となる大会となりました。
今回から優勝者には国土交通大臣表彰が授与さ
れます。大会の地位が向上しております。
今年も全国の予選を勝ち抜いた方、あるいは推
薦された方、大変レベルの高い大会となっておりますので、その頂点に立つというこ
とは、大変名誉な事だと思います。ぜひ優勝を目指して頑張って頂きたいと思います。
また、このように超一流の方々が集まる機会というのはこの大会以外にないと思いま
すので、大会終了後、懇親をしていただいて、どのような道具を使っているのかなど、
技術の情報交換をしていただきたいと思います。最後になりますけれど、大会のため
に準備運営していただいた皆様に心から感謝を申し上げまして簡単ではございますけ
れど、私からの挨拶とさせていただきます。今日一日、よろしくお願いいたします。」
とご挨拶がありました。
　決勝は、２グループに分かれ時間差で開始、数種類の目地が複合する難しい架台を用

いて行われたため、確かな実力のある決勝進出者さ
え「どこから手を付けたらいいのわからない」と話

すほどの難台であっ
たが、時間制限のあ
る中で、ハイレベル
な競い合いが繰り広
げられた。

苅谷 純会長　挨拶

決勝（競技の様子)

特　集
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　厳正な審査の結果、優勝は東北シーリング工事業協同組合　鶉橋 光 氏（㈱日昇工
業）、準優勝は中部シーリング工事業協同組合　日比野 辰行 氏（㈱TH）、第３位は東
日本シーリング工事業協同組合　岡田 輝夫 氏（㈱マサル）となり関シ協所属の方々が
独占した前回大会とは一変するかたちとなりました。

◎入賞者のことば

　•鶉橋　光 氏（㈱日昇工業）
　　「 仕上げに満足したわけではないが、施工品質を常に高く維持するために模索して

きた日頃の取り組みが実を結んだと思う。東北に優勝旗を持ち帰ることができて、
本当に嬉しい。」

•日比野　辰行 氏（㈱TH）
　　「 競技直前までいくつもあるヘラの幅を微調整するなど、後で悔やまないよう準備

してきた甲斐があった。今回の結果で満足することなく、さらなる技能の向上に
努めたい。」

•岡田　輝夫 氏（㈱マサル）
　　「 事前まで入念に考えていた手順どおり作業を進めることが出来た。全国から参加

３位　岡田 輝夫 氏

優勝旗授与 優勝者の制作架台

準優勝　日比野 辰行 氏優勝　鶉橋 光 氏

特　集
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した技能員と技を競い合ったことは貴重な経験だと思う。自分の知らない技を直
に見られたことは大いなる収穫であり、自分も身につけることで、更に成長したい。｣

・全国決勝参加者名簿

番号 氏　　　名 会　　社　　名 備　　　考
1 佐　藤　　　元 ㈱ イ ニ テ 工 業 所 東北シーリング
2 鶉　橋　　　光 ㈱ 日 昇 工 業 東北シーリング
3 村　上　翔　太 仙 北 技 研 東北シーリング
4 鈴　木　　　仁 ㈱ ベ ー シ ッ ク 東日本シーリング
5 森　　　廣　樹 ㈱ 大 協 建 材 東日本シーリング
6 野　村　正　宗 ㈱ 東 京 理 建 東日本シーリング
7 髙　橋　嵩　行 ㈱ マ サ ル 東日本シーリング
8 岡　田　輝　夫 ㈱ マ サ ル 東日本シーリング
9 日比野　辰　行 ㈱ Ｔ 　 Ｈ 中部シーリング
10 岩　野　　　博 ㈱ 工 藤 工 業 中部シーリング
11 中　野　俊　雄 ㈱ ア ワ ア テ ッ ク 中部シーリング
12 小　倉　訓　広 ㈱ 静 岡 テ イ パ 静岡シーリング
13 山　口　　　殉 ㈱ 創 和 シ ー リ ン グ 富山シーリング
14 池　田　　　新 ㈲ ヨ シ ダ 石川シーリング
15 隅　川　元　気 ㈱ダイイチシーリング 中国シーリング
16 川　本　　　聖 理 建 ㈱ 中国シーリング
17 矢　倉　奨　太 オカモト防水工業㈱ 中国シーリング
18 古賀原　健　児 ㈱ 橋 口 工 業 九州シーリング
19 都　合　裕　一 ㈱ ム ト ウ 九州シーリング
20 緒　田　俊　介 ㈲ コ バ ヤ シ 九州シーリング
21 深　江　裕　治 ㈱ 大 協 建 材 関西シーリング
22 石　上　裕　之 ㈱ 大 協 建 材 関西シーリング
23 池　田　　　徹 ㈱ 海 　 人 関西シーリング
24 守　下　恭　平 ㈱ Ａ Ｌ Ｔ Ｅ 関西シーリング
25 真　野　大　輔 ㈱ Ａ Ｌ Ｔ Ｅ 関西シーリング

　競技後には初の試みとして、参加選手一同と競技を振り返っての、また技能の向上を
目的とした意見交換会を開催しました。架台に取りかかる手順、マスキングテープを
貼る位置、落とし目地の仕上げなど技能について上位３名への質疑応答が行われました。

特　集
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その後は参加者や主催者が入賞者に、豊富な道具の使い分け、全国大会に挑むまでの自
己練習の内容などを質問して交流を深めるなど大変有意義なものとなりました。
　続いて各シ協の実行委員がそれぞれ総括を述べた後、藪内俊則日シ工連副会長が
「 13年前からスタートした本大会だが、開催するごとに課題を発見し、その都度話し
合って解決をしてきました。大会を陰で支えてくれているスタッフに感謝します。ま
た、選手をはじめ観客の皆さんも意識が高く、今回も素晴らしい成果が得られた大会
となりました。」
と総評を述べられ、全国大会は終了しました。

集合写真　参加者全員

意見交換会

特　集
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第46回通常総会・懇親会開催
令和６年５月24日・ホテルモントレ大阪

　令和６年４月15日に開催通知を各組合
員に文書により通知し、第46回総会を開
催しました。
　第一部総会は西原芳博専務理事の司会
で萬谷　誠理事長から開催に際して
「本日はお忙しい中、関シ協総会にご出
席いただきまして、誠にありがとうござ
います。
　昨年の役員改選から１年が経過しまし
た。その１年間の事業報告並びにその決
算、そして新年度の「事業計画案及び収
支予算案」と「経費の賦課及び徴収方法
決定」の３案についてご審議いただき、
ご承認をお願いするものです。
　本日一日、よろしくお願いいたします。｣
と挨拶があり、続いて議長に福重　誠理
事が選出され議案審議に入りました。

総会　萬谷　誠理事長・挨拶

•開催の年月日
　令和６年５月24日
　午後５時30分から午後６時10分

•開催場所
　ホテルモントレ大阪
　　14階「ベルヴェデーレ」

１ ．理事・監事の数及び出席理事・監事
の数並びにその出席方法
　　理　事　数　13人
　　出席理事数　13人（本人出席）
　　監　事　数　２人
　　出席監事数　２人（本人出席）
１．組 合 員 数　69人
１．出 席 者 数　68人
　　（本人出席33人、委任状出席35人）

第１号議案

　令和５年度事業報告及び決算関係書類
承認の件
　議長は、事務局長に令和５年度（自令
和５年４月１日至令和６年３月31日）に
おける当組合の事業状況を報告させ、下
記の書類を提出してその承認を求めまし
た。

通常総会
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　１．事業報告書
　２．財産目録
　３．貸借対照表
　４．損益計算書
　５．剰余金処分案
　次いで木寺玄太及び光山一龍の両監事
は、上記の書類を綿密に調査したところ、
いずれも正確かつ適正であると認められ
た旨を報告しました。
　ここにおいて、満場異議なくこれを承
認しました。

総会の全景

第２号議案、第３号議案

　第２号議案　令和６年度事業計画
（案）および令和６年度収支予算（案）
及び第３号議案令和６年度賦課金の額及
び徴収方法決定の件承認の件

　議長は、事務局長に第２号議案と関連
する第３号議案を詳細に説明させた後、
その可否を議場に諮ったところ、満場一
致でこれを承認可決しました。

　次に４月１日から新たに会員となられ

た㈱ティオの向原義刀代表の紹介があり
ました。

　議長は、他に審議及び質問事項はない
か議場に諮ったところ、他に審議、質問
事項はなく、第46回通常総会の議案全部
の審議を議了しました。
　最後に竹田幸平副理事長の閉会挨拶で、
総会は終了いたしました。

　続いて第二部は、小西功倫理事が司会
進行で来賓各位、組合員、賛助会、なに
わ会のメンバーとともに、以下の式次第
により懇親会が開催されました。

（式次第）

　１．開会あいさつ
　２．来賓紹介
　３．祝電披露
　４．新入会員紹介
　５．乾　　杯
　６．委員会活動報告
　７．中　　締

　冒頭、萬谷　誠理事長から
「本日は、お忙しい中を関シ協総会・懇
親会にご参加いただきまして、本当にあ
りがとうございます。高いところからで
はございますが、厚く御礼申し上げます。
　先程行われました第46回総会におきま
して各議案が滞りなく可決承認されまし
た事をまずもって皆様にご報告させてい

通常総会
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ただきます。
　昨年12年振りに理事長を交代いたしま
して一年が経過いたしました。
　慣れない役職に対し、組合員また賛助
会員の皆様方からのご支援、ご協力に深
く感謝申し上げます。
　その中でも、S1GPにおきましては、
実質上初の日シ工連主催の中で、本日ご
来賓でお越し頂く予定でございます公明
党石川博崇先生はじめ、中央会柴田昌幸
専務理事様等多数の方々にご来場、ご見
学いただきまして、また盛り上げていた
だき本当にありがとうございました。こ
の場をおかりしてお礼申し上げます。
　関シ協スタッフ協力のもと、本当に中
身のある大会になったと思っています。
　また、活路開拓活動におきましては、
学生達にシーリング防水事業を知っても
らうことが中心でしたが、就職ガイダン
スまで行うことが出来、若い入職者誕生
まであと一歩のところまできています。
　これら２件につきましては、後程ご報
告をさせていただきますので、ご拝聴い
ただければと思います。
　また、昨年誕生しましたフューチャー
委員会ですが、この一年は試行錯誤しな
がらも何とかS1GP関西予選を自らの手
で運営から採点基準に至るまですべてを
成し遂げることが出来たことは一つの大
きな成果であったと思っております。
　特に関西予選の主旨である公平公正な
選出というものを短期間の間で仕上げて

くれました。
　これは若い頃から技能検定試験に携
わっている賜物ではないかと思っています。
　フューチャー委員会におきましては、
まだまだ試行錯誤を繰り返し、模索をし
ながらの活動となると思いますが、諸先
輩方各位にはもうしばらく、暖かい目で
見守って頂ければと思いますし、若い諸
君らは２年目の今年はギアを一段上げて
頑張ってもらいたいと思います。
　シーリング業界に取りまして若い方々
が模索というトンネルを抜ければ、業界
にとって爆発的な力を発揮してくれるこ
とを期待しています。
　新年度の活動にあたり、経済状況等決
して楽な状況ではありませんが、業界の
発展、未来を見据えて活動していきたい
と思っています。
　本日お越しの皆様方におかれましては
今後とも従前に倍するご指導、ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。
　最後にここにおられます皆様方のご健
康とご健勝を祈念いたしまして私からの
冒頭の挨拶とさせていただきます。」

懇親会　萬谷　誠理事長・挨拶

通常総会
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と開会にあたっての挨拶がありました。

　次に来賓紹介、祝電披露、新入会員紹
介の後、日本シーリング材工業会新大阪
支部長の中村武彦氏から挨拶があり、併
せて乾杯のご発生をいただき懇親会がス
タートしました。

中村武彦日シ工材大阪支部長・乾杯

　暫し歓談のあと、各委員会から委員会
活動報告がありました。

　次に少し遅れての参加となった石川
博崇参議院議員から来賓を代表して
「ご歓談中、ご無礼致します。
　ご紹介を頂きました、公明党大阪本部
の代表を務めさせて頂いております参議
院議員の石川ひろたかでございます。
　本日は関シ協総会・懇親会、かくも盛
大に開催をされていること心からお喜び
を申し上げます。
　先日、尼崎で行われましたシーリング
グランプリ、短時間ではありましたけれ
ど少しだけ参加をさせていただきました。
　選手の皆様、本当に真剣な表情で架台
に取り組まれそれぞれの技量を競い合っ
ている姿に改めてこうやって私たちの暮
らしが安心、安全が守られているんだな
と、実感させられました。国土交通省の
後援の取り付け等陰ながらお手伝いをさ
せていただいて、成功裡に終わったこと
お慶び申し上げます。
　日ごろから現場の声を届けていただい
ている関シ協の皆様とともに日本の未来、
そして大阪、関西の発展を築く関シ協の
皆様の更なるご発展、ご活躍を心よりお

活路開拓委員会　活動報告

フューチャー委員会　活動報告

S1GP運営委員会　活動報告

通常総会
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祈り申し上げて、お祝いのご挨拶とさせ
ていただきます。本日は誠におめでとう
ございます。」
と挨拶がありました。

石川博崇参議院議員・挨拶

　懇親会は例年より増して和気あいあい
と交流を深めていただきました。
　最後に、家本浩志理事による三本締め
にてお開きとなりました。

懇親会　風景①

懇親会　風景②

通常総会
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　拝啓　盛夏の候、関西シーリング工事業協同組合様をはじめ、なにわ会様、賛助会員
の皆様には、常日頃より当工業会の運営にご協力を頂きまして、誠にありがとうござい
ます。
　さて、日本シーリング材工業会では、2024年４月26日の第61回通常総会が開催されま
した。当工業会の今年度の主な活動は下記の通りでございます。
　また、日本シーリング材工業会大阪支部においても2024年６月12日に第53回通常総会
が開催され、私、中村が昨年に引き続き支部長として互選頂きました。微力ではござい
ますが、業界の発展に寄与して参りたいと思いますので、ご指導ご鞭撻を賜ります様謹
んでお願い申し上げます。
　まずは略儀ながら、書面をお借りしてご挨拶申し上げます。

敬　具　
記

１．ISO国際会議への参加（ISO規格の策定として）
　 　ISO11600で定められている約30の規格に関する議論を行い日本の地位向上を図り
ます。2024年10月23～24日に大阪府立国際会議場（大阪グランキューブ）にて開催予
定です。
２ ．2024年６月13日～15日に東京・名古屋２会場でシーリング管理士・同技術管理士検
定講習及び試験を実施いたしました。

受 験 者 合 格 者 不合格者 合 格 率

東　京
名古屋

管　理　士 ８１ ６５ １６ ８０％
技術管理士 ９８ ８２ １６ ８４％

３．日シ工連と労安法改正に伴う化学物質規制に対するWG立上げを予定
４ ．機関紙「&SEALANT」では工事業界皆様の情報・記事も取り入れて掲載致したい
と思います。

　以上４点を中心に微力ではございますが業界の発展に寄与できるよう活動して参ります。

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 中　村　武　彦

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより
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盛夏の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
日頃から運営につきまして格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

毎度多くの方々にフューチャー会会議にご参加していただき、とても有意義な会議が
できていることに感謝しております。

昨年度より新しい試みといたしまして、SNSを活用した活動をしておりますが、まだ
まだ活動を更新する機会が少ない状況であります。
フューチャー会、シール業界のことをいろんな方にもっと知っていただく機会はない
かと日々模索しております。
作業員のイケメンコンテストを開催してみたり、S-1グランプリのような作業に関す
ることを交えながらの運動会をしてみたりと…考えてはみるのですが。
最近では作業中の動画をアップしている業者も多いようで、反響が良いそうです。
やはり職人の能力を発揮することが何よりの宣伝になると思います。
これからもシーリング業界を盛り上げるために、日々精進して参ります。

いよいよ梅雨が明け夏本番になり、毎日とても暑い日が続いています。
この季節、外で作業するには、とても危険です。
コンクリートの建物が増え、気温の上昇も昔とは違います。
１日の工程を気にするあまり、自分の体調不良にも気を使えないこともあるかと思い
ますが、遠慮せず休憩をとるべきだと思います。
効率よく作業を進めるための手段として休憩をきちんととってほしいと思います。
体が疲れすぎていると食欲もわかない時もあるかと思います。
ですが、きちんと３食食べて、よく寝て、この夏も乗り切っていただきたいです。

最後になりましたが、今後も皆様方のご希望に添うような運営を心掛けて参りますの
で、皆様には引き続きご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。

フューチャー会会長挨拶
福　重　　誠
(株式会社セイゴウ)

フューチャー会だより
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第26回フューチャー会通常総会開催

　第26回となるフューチャー会通常総会
が開催されました。
１ ．開催通知の年月日令和６年５月15日
及びその方法文書を各会員に発して通
知した。
１．開催の年月日
　　令和６年６月10日
　　午後３時00分
１．開 催 場 所
　　エルおおさか　本館９階 9012号室
　　大阪市中央区北浜３－14
１ ．役員の数及び出席役員の数並びにそ
の出席方法
　　会　長　１名（本人出席　１名）
　　副会長　３名（本人出席　３名）
１．会　 員 　数　　44名
１．出 席 者 数　　43名
（内訳：本人出席27名、委任状16名、
　　　　欠席１名）
１．出席役員の氏名
　　福重誠会長、埜田善将副会長、
　　真野晃平副会長、平井正法副会長
１．出席親会理事氏名
　　萬谷誠理事長、三橋一弘副理事長、
　　竹田幸平副理事長、西原芳博専務理事
１．審議された案件は以下のとおり
　　第１号議案　 令和５年度事業報告の件

　　第２号議案　令和５年度決算報告の件
　　第３号議案　令和６年度事業計画
　　　　　　　　（案）の件
　　第４号議案　 令和６年度予算（案）

の件
　上記４議案について、満場異議なくこ
れを承認されました。

フューチャー会　総会　全景

•福重　誠会長挨拶

　本日は、お忙しい中ご出席いただきあ
りがとうございます。
　先日、修成建設専門学校の生徒に向け
て出前講座を実施しました。
　また、シーリンググランプリが開催さ
れました。全国各地から選手の皆さんが
切磋琢磨し、真剣に作業する姿を見てま
だまだ自分は見習うべきだと感じました。

フューチャー会だより
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これからも若い力を育てるため精進して
まいります。大会の開催に際して改善す
べき点があるかと思いますので、皆様の
ご意見を頂けましたらと思います。SNS
につきましても試行錯誤しながら少しず
つ達成していっています。
　出前講座やシーリンググランプリの様
子を発進しておりますのでご確認頂けれ
ば幸いです。
　フューチャー会の活動は、会員の皆様
の温かいご理解とご協力によって成り
立っております。
　引き続き変わらぬご理解とご協力をい
ただきますよう、よろしくお願いいたし
ます。

福重　誠会長　挨拶

•萬谷　誠理事長挨拶

　フューチャー会の皆様方には、S1グ
ランプリの関西予選の運営について担っ
て頂きまして、ありがとうございました。
　関シ協主催の一つとしてシーリンググ
ランプリの関西予選について１から10ま
で担って頂き成功裡につなげることを目
的に今回やって頂きました。

　今後の防水業界においては爆発的な勢
いが必要となり、その勢いを与えていた
だく、その一番手として是非皆さんには
今後の活動についてお願いしたいと思い
ます。関シ協の基幹事業である「技能検
定試験」、「ミニトライアル」、「学科講習
会」等についても、積極的に参加をいた
だき、また役割意識を持った活動を是非
お願いしたいと考えています。
　いづれにしても皆さんの団結した力が
必要となりますので、今年もよろしくお
願いいたします。

•西原芳博専務理事　一言

　S1の反省会がありました。その中の
決定事項について速やかに決定していっ
ていただきたいと思います。先送りする
ことなく、よろしくお願いいたします。
　受け身では何も生まれてこないと思い
ますので、自らの発信をお願い致します。
　フューチャー会の意見を理事会に提言
するような形をとってもらいたい。
　一年間を通じた活動となることをお願
いするとともに、このように皆さんが一
堂に会する開催を複数回実行してもらい
たいと考える。よろしくお願いいたしま
す。

•竹田幸平副理事長　一言

　フューチャー会での活動が皆さんに
とって有意義なものとなる事、またどう
したらこの業界がもっと良くなるのか、

フューチャー会だより
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その二つの視点を忘れる事無く、みんな
で良いものを作っていってほしいと思い
ます。

•三橋一弘副理事長　一言

　業界として今年も秋以降、仕事が忙し
くなるような気配がある。
　現場での盛り上がりが大事、自分の会
社の特徴をだして、会社を盛り上げるこ
とをもっとやっていけばよいと考える。
　原価が上がる、人件費も上がるので、
我々はお客様から適性な対価がもらえる
よう横同士で足の引っ張り合いをしない
よう、話し合いが必要だと考える。
　業界を全体的にレベルアップするため
に単価、知名度を上げることをやるべき
と考える。
　委員会を通じて、その他の報告として、
仕事に関する情報交換をすることも大事
だと考える。知恵を絞って、お客様から
適性なお金がもらえるよう頑張っていき
ましょう。

•平井正法副会長　閉会の辞

　本日はご多忙の中、ご出席いただきま
して、誠にありがとうございます。
　全ての議案について、可決承認をいた
だき、無事総会を終えることができまし
た。
　ありがとうございました。
　この後、S1グランプリの反省会の意
見を踏まえて、率直な話し合いが出来れ
ばと思います。
　よろしくお願いいたします。
　これを以て、閉会の挨拶とさせていた
だきます。

フューチャー会だより
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開催年月日　　令和６年８月５日㈪　13時00分～13時30分
開 催 場 所　　関西公明会館３階　第１会議室
出　席　者（敬称略）
　公明党（主な出席者）
　　　佐藤　茂樹衆議院議員、石川　博崇参議院議員、杉　久武参議院議員、
　　　鰐淵　洋子衆議院議員、山本　かなえ参議院議員
　関シ協
　　　萬谷　誠理事長、三橋　一弘副理事長、竹田　幸平副理事長、
　　　西原　芳博専務理事、藪内　俊則相談役理事、小西　功倫理事、
　　　竹内　芳雄理事、杉本事務局長

　公明党「政策要望懇談会」が開催され、「全国シーリング・グランプリ大会」の運営
補助について要望しました。

　最初に開催にあたっての挨拶が石川博崇参議院議員からありました。

　次に関シ協を代表して萬谷誠理事長から
「関西シーリング工事業協同組合　理事長の萬谷でございます。
　本日は、ご貴重なお時間をいただきまして誠にありがとうございます。
　 本日の要望内容の詳細につきましては、この後、専務理事の西原よりご説明させてい
ただきますが、「全国シーリング・グランプリ大会」を実施しておりまして、全国の
１級技能士が集まりまして誰が１番「腕」があるかを競い合う、並びに技能士のモチ
ベーションをあげるための大会を行っております。この「全国シーリング・グランプ
リ大会」における運営経費について補助制度等がございましたら、ご助言をお願いす
るものです。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。」
と挨拶されました。

公明党「政策要望懇談会｣

組合ニュース＆インフォメーション
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　続いて、西原芳博専務理事から政策要望の内容について以下の項目より説明を行いま
した。
　　① 大会の要旨・目的　　② 主催者　　③ 参加団体　　④ 競技内容
　　⑤ 意見交換会の内容　　⑥ SNS等を活用した発信　　 ⑦ 予算規模　等

　その後相互に意見交換を行い、最後に各自名刺交換を行い懇談会は終了となりました。

要望懇談会

組合ニュース＆インフォメーション
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学科講習会
１）日　時　　令和６年８月１日㈭
２）場　所　　エル・大阪（大阪府立労働センター）６階　大会議室
３）受講者　　１級 66名　　２級 ６名

ミニトライアル（実技講習会）
１）日　時　　令和６年８月３日㈯
２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
３）受講者　　１級 85名　　２級 ６名

技能検定実技試験
１）日　時　　令和６年８月４日㈰
２）場　所　　花博鶴見緑地ハナミズキホール
３）受講者　　１級 85名　　２級 ６名

各講習会とも、受講者全員、真剣な面持ちで受講していました。
また、技能検定実技試験本番では少し緊張気味ではありましたが、真剣に取り組んで
いました。
結果は、学科試験と合わせて令和６年10月４日㈮に発表予定です。

シーリング技能検定試験が実施されました

学科講習会

技能検定実技試験ミニトライアル

組合ニュース＆インフォメーション
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行事予定・会員の動き

１）令和７年度行事予定

　〇関シ協　新年互礼会

　　年月日　令和７年１月16日㈭
　　場　所　ホテルモントレ大阪

　〇関シ協　総会・懇親会

　　年月日　令和７年５月23日㈮
　　場　所　ホテルモントレ大阪

２）組合員・賛助会員の動き

　〇入　会

　　令和６年４月
　　　㈱ティオ
　　　キラクリーンサービス

　〇退　会

　　令和６年４月
　　　㈲豊栄シール

組合ニュース＆インフォメーション
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連日の猛暑の中、日々の業務ご苦労様です。
今年は初めて４月に行われたＳ－１グランプリの運営に参加いたしました。それまで
技能検定には携わってまいりましたが、技能検定の時に感じる試験という緊張感が漂っ
ていますが、Ｓ－１グランプリという舞台では各ブロックの予選を勝ち上がった職方の
意地と積み上げてきた技術を披露するという心意気が会場を包み込んでいるように感じ
ました。
特に感心したのが、架台を施工するにあたり、入念な準備をしていることでした。日
頃使い慣れた道具以外に、今回の架台を施工する為に道具を作って準備をしていたこと
です。改めて〈計画・準備・実行〉という事がいかに大事かということを痛感致しまし
た。
またその後の意見交換会は和やかな雰囲気となり、職方・関係者が道具のこだわりや
施工方法について話をしている様子を見て、とても意義のある大会だと再認識をし、続
けて行くことが大切だと思いました。
最後になりますが、刊行に御協力頂いた皆様に厚く御礼申し上げます。

 宝シール工業株式会社　　新　谷　伸　彦　

関シ協NEWS Vol.121
2024年９月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　〒540‒0012 大阪市中央区谷町4‒4‒13
　　　　　　　　（エフクレスト２階202号)
　　℡  06（6946）2226　℻  06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

編　集　後　記
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表
会 長 ㈱セイゴウ 福重　　誠
副会長 ㈱埜田建商 埜田　善将
副会長 ㈱ 七 星 平井　正法
副会長 ㈱ A L T E 真野　晃平

委　員　会 委　　　　　　　　　　員

総 務 委 員 会 委 員 長 坂中　真二 エマール工業㈱
副委員長 埜田　善将 ㈱埜田建商

購 買 委 員 会

委 員 長 平井　正法 ㈱七　星
副委員長 小林　弘成 ㈱美　作
委 員 田口　敏夫 ㈱政岡工業
委 員 森下　泰視 ㈲朝日防水

活路開拓委員会

委 員 長 廣瀬　永昌 ㈱NS技建
副委員長 植田　真一 ㈱髙田工業
委 員 松山　直生 ㈱松山工業
委 員 小鯛　　力 ㈱大木技研
委 員 遠山　　優 棚田建材㈱

技能検定委員会

委 員 長 坂口　正吾 KSホーム㈱
副委員長 徳重　満久 徳重商会
委 員 谷村　充功 ㈱ミツケン
委 員 濱田　直己 ㈱ナオテック
委 員 松島　清泰 ㈱テイエム技建
委 員 赤瀬　孝司 ㈱光シール
委 員 佐伯　浩一 ㈱大阪防水工業所
委 員 太田　義隆 ㈱ティオ

教 育 委 員 会

委 員 長 恩田　　武 ㈱恩田工業
副委員長 上田　順司 ㈱大一防水工業
委 員 山内　俊輔 ㈱大協建材
委 員 小畑　志登 ㈱東光商会

広 報 委 員 会

委 員 長 新谷　伸彦 宝シール工業㈱
副委員長 真野　晃平 ㈱ALTE
委 員 藤田　和樹 ㈱海　人
委 員 薮内　優希 阪南工業㈱
委 員 金田　大輔 ㈱ゴールデン技工

賛 助 会

委 員 川西　竜平 ジャパンマテリアル㈱
委 員 佐野　将史 サンスター技研㈱
委 員 島　　考臣 サンセフティリース㈱
委 員 小石川康弘 コニシ㈱
委 員 松山　太初 日本ビソー㈱
委 員 仁部屋辰徳 セメダイン㈱
委 員 森浦　雄介 シーカ･ジャパン㈱
委 員 竹谷　直哉 カモ井加工紙㈱

な に わ 会

委 員 西山　　竜 フヨー㈱
委 員 上田　康裕 ㈱前田精市商店
委 員 戸倉　秀利 モリシタ化学産業㈱
委 員 山田　　学 ㈱宮　崎
委 員 秋葉　知温 アジック㈱
委 員 河村　康平 化研マテリアル㈱
委 員 吉田　　拓 ㈱ツ　ダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員
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なにわ会会員
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関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要

　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門

工種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング

工事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　 関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をして

います。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　 消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、

多情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　 日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　 組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、

コストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　 青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　 ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあう

アンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を発行しています。








